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展覧会概要

展覧会名： ポケモン×工芸展   ポケモン×工芸展   −−美とわざの大発見美とわざの大発見−−

主　　催： MOA美術館、NHKエンタープライズ中部
監　　修： 国立工芸館
特別協力： 株式会社ポケモン
制作協力： NHKプロモーション
協　　力： 読売新聞社

会　　期： 令和6年7月6日（土）〜 9月9日(月)
会　　場： MOA美術館　
　　　　　〒413-8511 熱海市桃山町26-2　TEL: 0557-84-2511　URL: https://www.moaart.or.jp
開館時間： 午前9時30分–午後4時30分（入館は午後4時迄）　
休 館 日： 木曜日（ただし8月1日、8日、15日は開館）

日時指定券： MOA美術館ホームページにて４月１日（月）より販売開始
観 覧 料： オンライン日時指定券： 一般・65才以上 1,540円/高大生 880円
                 当日券：一般1,760（1,430）円/高大生1,100（770）円・要学生証/中学生以下無料
                            /65才以上1,540円・要身分証明
※日時指定券の会場販売はありません。
※当日券も販売しております。（日時指定券をお持ちの方を優先してご案内いたします。当日券の方はお待ちいただく場合があります。）
※10名以上の団体でお越しの方は事前予約が必要です。事前にMOA美術館へお申し込みください。
※（ ）内は10名以上の団体料金
※障がい者手帳をお持ちの方と付き添い者（2名まで）無料
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ポケモンと工芸、正面切って出会わせたとしたらどんな「かがく反応」が起きるだろう。この問いに
人間国宝から若手まで 20 名のアーティストが本気で挑んでくれました。
ポケモンの姿かたちからしぐさ、気配までを呼び起こした作品。進化や通信、旅の舞台、効果抜群の
わざなどゲームの記憶をたどる作品。そして日々を彩る器、着物や帯留など粋な装いに誘い込まれた
ポケモンたち。
会場で皆さんを待ち構える作品との出会いははたして・・・ワクワク、うっとり、ニヤニヤそれとも
ゾクッ？
かけ算パワーで増幅した美とわざの発見をお楽しみください。

みどころ ・当館で初公開の新作も！人間国宝から注目の若手まで20名のアーティストが挑んだ約70点を展観。・当館で初公開の新作も！人間国宝から注目の若手まで20名のアーティストが挑んだ約70点を展観。
工芸の多種多様な素材と技法でポケモンに挑み、ひらめきと悶えと愉しみの中から生まれた作品を展
観。また、静岡会場から初公開となる新作も予定しています。

・工芸ならではの豊かな素材感と卓抜のわざが極めた、ポケモンの思いがけない表情を堪能。・工芸ならではの豊かな素材感と卓抜のわざが極めた、ポケモンの思いがけない表情を堪能。
生き物としてのポケモンの姿や、その生息する地方ならではの生態系、ポケモンが繰り出すわざにいた
るまで、工芸ならではの素材と技が照らし出す、ポケモンたちの思いがけない表情を楽しめます。

・工芸の奥深さも大発見。世代を超えて受け継ぎ、「進化」しつづける工芸の魅力を満喫。・工芸の奥深さも大発見。世代を超えて受け継ぎ、「進化」しつづける工芸の魅力を満喫。
日本の工芸は、様々な素材と技法を何世代にもわたって受け継ぎながら、常に新しい表現に挑戦してき
ました。現代の工芸を担う作家たちが作品にこめた工夫を楽しみながら、工芸の奥深い魅力を発見でき
ます。

日時指定予約制 スムーズなご入館と快適なご鑑賞のために、当館ホームページで日時指定券をご購入ください。
（中学生以下、友の会会員、招待はがきをお持ちの方など、入館料無料の方は日時指定不要でご観覧いただけます。）
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展示構成/展示作品

工芸の技がポケモンを思いがけない物質のなかから呼び起こしました。それぞれの作家が日頃から向
き合ってきた金属、土、木などの素材研究、そして長年の鍛錬による優れた技術の成果が、ポケモン
のフォルムはもちろん、皮膚や毛並み、仕草や表情に抽出され、また気配や出現の瞬間をも見事に捉
えています。

今井完眞　《フシギバナ》
2022年　個人蔵

1. すがた　～迫る！～

福田亨　《雨あがり》
2022年　個人蔵

吉田泰一郎　《ブースター》
2022年　個人蔵

満田晴穂　《自在ギャラドス》
2022年　個人蔵
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展示構成/展示作品

ポケモンの世界観に工芸が挑戦しました。ポケモンの育成、進化、交換などの要素や旅の仲間たちと
育んだ友情。あるいは固唾をのんで見守った技のインパクト。作家たちは工芸の素材と技とを携えて、
想像のフィールドを駆け巡りました。

城間栄市 《琉球紅型着物「島ツナギ」 》
2022年　個人蔵

2.ものがたり　～浸る！～

池田晃将　《電線光環中次》 
2022年　個人蔵

坪島悠貴
《可変金物ココガラ／アーマーガア》

2022 年　個人蔵

須藤玲子　《ピカチュウの森》
2022年　個人蔵
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展示構成/展示作品

工芸は生活のさまざまなシーンをよりよく、美しく整え、活力を与えてくれるものです。その機能 
や装飾の文法と価値観に、ここではポケモンが挑戦しました。器や着物、装身具を舞台に活躍する 
ポケモンたちの様子は、日々を慈しむ感性をますます豊かにしてくれます。

3. くらし　～愛でる！～

小宮康義
《江戸小紋 着尺「ゲンガー・ゴースト」 》

2022年　個人蔵

桝本佳子　《リザードン／信楽壷》 

2022年　個人蔵
田口義明　《蒔絵棗「春を呼ぶ」》  

2022年　個人蔵

桂盛仁
［上］《香合　ルギア》

［下］《香合　ホウオウ》
2022年　個人蔵



イベント情報

※申し込み方法等の詳細は後日、MOA 美術館ホームページにてお知らせします。

出品作家

出品点数

press release  05

池田晃将、池本一三、今井完眞、植葉香澄、桂盛仁、桑田卓郎、小宮康義、城間栄市、須藤玲子、
田口義明、田中信行、坪島悠貴、新實広記、林茂樹、葉山有樹、福田亨、桝本佳子、水橋さおり、
満田晴穂、吉田泰一郎［五十音順］

約 70 点

ピカチュウグリーティング

ＭＯＡ美術館能楽堂に伝統柄「工字繋ぎ」の着物を着たピカチュウがやってきます。一緒に写真をとれ
ますのでぜひ遊びに来てください！

開 催 日：　7月6日（土）、7月14日（日）、8月11日（日）、8月25日（日）、9月8日（日）
開催時間：　午前の部：11:30 〜／午後の部：14:30 〜 ※開催時間は変更となる可能性がございます。
会　　場:　 MOA美術館　能楽堂
参 加 費：　無料（入場料別途）
参加人数：　各回50組
参加方法:　 会場前にて整理券を配布
注意事項
・カメラはお客様がご持参ください
・参加には展覧会入場券が別途必要です。
・当日の混雑状況により途中からご案内場所の変更や待ち時間が発生する可能性がございます。
・グリーティングの時間を制限させていただく可能性があります。
・写真撮影をされる際は、ほかのお客様のご迷惑にならないようご注意ください。
・体調を万全にしてご参加くださいますよう、お願いいたします。
・そのほか、スタッフの指示にしたがって、円滑な運営にご協力をお願いいたします。

トークイベント

出品作品の制作にまつわるエピソードや、ポケモンの世界とどのように向きあったのかなどをお伺い
しながら、ポケモンと工芸、ふたつの世界が交わる本展の魅力に迫ります。
開 催 日：　8月3日（土）
会　　場:　 MOA美術館　能楽堂
参 加 費：　無料（入場料別途）

参加方法：　事前申し込み制　

ハッシュタグキャンペーン
X（旧ツイッター）、Instagramにハッシュタグ　#ポケモン工芸展　#moa美術館　をつけて投稿された方の中から抽選で50名様にピカチュウぬいぐる
みとMOA美術館入館券をプレゼントいたします。
対象期間：　7月6日〜 9月9日　



広報画像をご希望の方は、必要事項をご記入のうえメールまたはFAXにてお申し込みください。

FAX: 0557-84-2570　MOA美術館  広報宛て

MOA美術館  広報画像を希望します。広報画像申込書

貴社名

ご所属

お名前

ご住所

TEL FAX

E-mail

媒体名

掲載予定日／放送予定日 年　　　月　　 日　発売／放送予定

掲載概要、予定文字・ページ数など
（お分かりになる範囲でお願いいたします。）

貸出し希望画像番号

広報画像

MOA美術館　広報

TEL 0557-84-2567 
Email
moaart-info@moaart.or.jp

〈広報画像取扱いに関する規定〉
◎広報画像はすべてMOA美術館を紹介する場合に限ります。事前の申請・承諾なく二次利用いたしません。
◎広報画像を紹介する場合には、指定されたクレジットを併記します。
◎トリミング、変形、部分使用、文字のせは無断で行いません。
◎〈広報画像取扱いに関する規定〉に承諾のうえ、画像申込みを行います。

〈個人情報の取扱いについて〉
ご記入いただきました個人情報は、広報からの情報発信やご案内など必要なご連絡にのみ使用いたします。許可なく第三者に個人情報を開示すること
はありません。
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Email: moaart-info@moaart.or.jp
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［1］  吉田泰一郎　《ブースター》　2022年　個人蔵  
［2］  今井完眞　《フシギバナ》　2022年　個人蔵
［3］  満田晴穂　《自在ギャラドス》　2022年　個人蔵
［4］  城間栄市　《琉球紅型着物「島ツナギ」》　2022年　個人蔵
［5］  坪島悠貴　《可変金物ココガラ／アーマーガア》　2022年　個人蔵
［6］  桂盛仁　《香合　ホウオウ》、《香合　ルギア》　2022年　個人蔵
［7］  田口義明　《蒔絵棗「春を呼ぶ」》　2022年　個人蔵

2 3

6 7


